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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第２四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自　2020年１月１日
至　2020年６月30日

自　2019年１月１日
至　2019年12月31日

売上高 （千円） 819,224 1,624,358

経常利益 （千円） 103,306 191,286

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 66,794 133,964

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 66,794 133,964

純資産額 （千円） 1,096,799 1,043,368

総資産額 （千円） 1,525,242 1,532,456

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 36.78 91.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 34.01 82.02

自己資本比率 （％） 71.9 68.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 41,642 261,360

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △8,209 △164,394

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △19,486 392,124

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,228,004 1,214,057

 

回次
第16期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.99

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、第15期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第15期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は、2019年８月14日開催の取締役会決議により、2019年９月14日付で普通株式１株につき100株の割合

で株式分割を行っております。第15期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．当社は、2019年12月18日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第15期の潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額は、新規上場日から2019年12月期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定してお

ります。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大による事業への影響については、当第２四半期連結累計期間においては軽微

でありますが、今後も継続して事業動向を注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

(1）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、世界的な新型コロナウイルス感染症の急速な感染拡大によ

る経済への影響などにより、先行きは極めて不透明な状況が続いております。

このコロナ禍において、企業はＩＴ化への対応を余儀なく迫られる状況となり、ビジネスのデジタル化のみなら

ず、プロセスのデジタル化など企業の事業活動継続のためにも需要は高まっております。

このような状況のなか、当社グループは、自らのＩＴ化をさらに進めるとともに、企業のＤＸ（デジタル・トラ

ンスフォーメーション）への要望に対し支援することを推進してまいりましたが、インソーシング事業においては

顧客都合による新規プロジェクトの延期等、セキュリティ事業においては教育・研修サービスのオンライン切替え

対応等により、売上高に僅かな影響が生じております。

また、計画していたシステム投資や教育研修サービス等の時期及び実施方法の見直し等を行ったことにより、販

売費及び一般管理費が削減されたため、当第２四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益

は、堅調に推移いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高819,224千円、営業利益103,439千円、経常利益

103,306千円、親会社株主に帰属する四半期純利益66,794千円となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

①　インソーシング事業

コロナ禍における企業のＩＴ化の支援へ注力するとともに、シェアード社員間でのオンラインによるコミュ

ニケーションを密に行い、情報共有及びサービスの品質維持に努めました。また、シェアード社員の採用を積

極的に行い、インソーシング事業の人員は、前連結会計年度末に比べ15人増加し、149人となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間においては、売上高748,740千円、セグメント利益284,123千円となり

ました。

 

②　セキュリティ事業

コロナ禍において、教育・研修サービスのオンライン化対応等により延期などが発生したものの、オンライ

ントレーニングコースの開始など積極的にサービス開発に取組み、業績への影響は軽微に留まりました。

この結果、当第２四半期連累計期間においては、売上高70,483千円、セグメント利益10,240千円となりまし

た。
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(2）財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は1,525,242千円となり、前連結会計年度末に比べ7,213千円減少

いたしました。

流動資産については、現金及び預金13,952千円の増加、売掛金7,588千円及びその他流動資産5,066千円の減少に

より、前連結会計年度末に比べ1,092千円増加し、1,434,750千円となりました。

固定資産については、有形固定資産が34,447千円、無形固定資産が27,377千円、投資その他の資産が28,666千円

となり、前連結会計年度末に比べ8,305千円減少し、90,492千円となりました。これは主に、ソフトウエア1,008千

円、繰延税金資産3,147千円及びのれん2,214千円の減少によるものであります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は428,443千円となり、前連結会計年度末に比べ60,643千円減少

いたしました。

流動負債については、未払法人税等1,009千円、未払金64,468千円及びその他流動負債4,902千円の減少、前受金

16,201千円の増加により、前連結会計年度末に比べ54,665千円減少し、416,206千円となりました。

固定負債については、１年内返済予定の長期借入金への振替5,502千円により、前連結会計年度末に比べ5,978千

円減少し、12,237千円となりました。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,096,799千円となり、前連結会計年度末に比べ53,430千円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益66,794千円の計上及び配当金14,524千円の支払

により利益剰余金52,270千円が増加したことによります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前連結会計年度末と比べて

13,946千円増加し、1,228,004千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は41,642千円となりました。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益103,306

千円、減価償却費8,058千円、のれん償却額2,214千円及び前受金の増加額16,201千円であり、主な減少要因は、未

払金の減少額61,319千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は8,209千円となりました。主な減少要因は、無形固定資産の取得による支出

8,263千円によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は19,486千円となりました。主な減少要因は、配当金の支払額14,524千円、長期借

入金の返済による支出5,502千円によるものです。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ユナイトアンドグロウ株式会社(E35307)

四半期報告書

 5/21



３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,800,000

計 5,800,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数　（株）
　（2020年６月30日）

提出日現在発行数　
（株）

（2020年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,821,300 1,821,300
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 1,821,300 1,821,300 ― ―

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年４月１日～

2020年６月30日

（注）

5,800 1,821,300 580 304,757 580 264,757

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2020年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

エス・アセットマネジメント株式会

社
東京都新宿区市谷砂土原町３丁目18 500 27.45

須田　騎一朗 東京都新宿区 392 21.53

岡　美恵子 東京都世田谷区 40 2.20

横河レンタ・リース株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目23-７ 40 2.20

ユナイトアンドグロウ従業員持株会 東京都千代田区神田駿河台４丁目３ 37 2.08

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 36 2.01

須田　愛子 東京都新宿区 30 1.65

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 27 1.52

ＹＳアセットマネジメント株式会社 埼玉県戸田市本町４丁目４－６ 27 1.50

藤森　肇 神奈川県横浜市栄区 20 1.10

計 － 1,151 63.24
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,820,900 18,209

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数  1,821,300 － －

総株主の議決権  － 18,209 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,394,089 1,408,042

売掛金 14,938 7,349

貯蔵品 6,838 6,633

その他 17,791 12,724

流動資産合計 1,433,658 1,434,750

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 30,870 29,701

その他（純額） 5,511 4,745

有形固定資産合計 36,382 34,447

無形固定資産   

のれん 4,429 2,214

ソフトウエア 26,171 25,163

その他 0 0

無形固定資産合計 30,600 27,377

投資その他の資産   

繰延税金資産 9,268 6,121

その他 22,545 22,545

投資その他の資産合計 31,814 28,666

固定資産合計 98,797 90,492

資産合計 1,532,456 1,525,242
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,543 7,057

1年内返済予定の長期借入金 11,004 11,004

未払金 99,900 35,432

未払法人税等 41,441 40,431

前受金 258,376 274,578

その他 52,606 47,703

流動負債合計 470,871 416,206

固定負債   

長期借入金 7,316 1,814

資産除去債務 7,163 7,171

その他 3,735 3,252

固定負債合計 18,215 12,237

負債合計 489,087 428,443

純資産の部   

株主資本   

資本金 304,177 304,757

資本剰余金 283,322 283,902

利益剰余金 455,868 508,139

株主資本合計 1,043,368 1,096,799

純資産合計 1,043,368 1,096,799

負債純資産合計 1,532,456 1,525,242
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 819,224

売上原価 441,282

売上総利益 377,941

販売費及び一般管理費 ※ 274,501

営業利益 103,439

営業外収益  

受取利息 11

その他 0

営業外収益合計 12

営業外費用  

支払利息 145

営業外費用合計 145

経常利益 103,306

税金等調整前四半期純利益 103,306

法人税、住民税及び事業税 33,365

法人税等調整額 3,147

法人税等合計 36,512

四半期純利益 66,794

親会社株主に帰属する四半期純利益 66,794
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 66,794

四半期包括利益 66,794

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 66,794
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 103,306

減価償却費 8,058

のれん償却額 2,214

受取利息 △11

支払利息 145

売上債権の増減額（△は増加） 7,588

たな卸資産の増減額（△は増加） 205

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5,004

仕入債務の増減額（△は減少） △486

未払金の増減額（△は減少） △61,319

前受金の増減額（△は減少） 16,201

その他の流動負債の増減額（△は減少） △7,947

その他 7

小計 72,968

利息の受取額 11

利息の支払額 △143

法人税等の支払額 △31,193

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,642

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △150,006

定期預金の払戻による収入 150,000

無形固定資産の取得による支出 △8,263

その他 60

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,209

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △5,502

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,160

配当金の支払額 △14,524

その他 △620

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,486

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,946

現金及び現金同等物の期首残高 1,214,057

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,228,004
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日

　　至　2020年６月30日）

給料及び手当 75,561千円

退職給付費用 1,941

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 2020年１月１日
至 2020年６月30日）

現金及び預金勘定 1,408,042千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△180,038千円

現金及び現金同等物 1,228,004千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月27日

定時株主総会
普通株式 14,524 8 2019年12月31日 2020年３月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自 2020年１月１日　至 2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

インソーシング
事業

セキュリティ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 748,740 70,483 819,224 － 819,224

セグメント間の内部売上高

又は振替高
18,254 － 18,254 △18,254 －

計 766,994 70,483 837,478 △18,254 819,224

セグメント利益 284,123 10,240 294,363 △190,923 103,439

　　（注）１．セグメント利益の調整額△190,923千円には、セグメント間取引消去△18,254千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△172,669千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年６月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額　　　　　（円） 36.78

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 66,794

普通株主に帰属しない金額　　　　　　（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金

額　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
66,794

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　（株） 1,815,908

  

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（円） 34.01

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数　　　　　　　　　　　　（株） 148,293

（うち新株予約権（株）） （148,293）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－

 

 

（重要な後発事象）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2020年８月14日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を行うことを

決議いたしました。

 

１．株式分割の目的

当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、より一層投資しやすい環境を整えることで、当

社株式の投資家層の拡大と流動性の向上を目的としております。

 

２．株式分割の概要

（1）分割の方法

2020年８月31日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式を、

１株につき２株の割合をもって分割いたします。

（2）分割により増加する株式数

①　株式分割前の発行済株式総数　　　　　1,821,300 株

②　今回の株式分割により増加する株式数　1,821,300 株

③　株式分割後の発行済株式総数　　　　　3,642,600 株

④　株式分割後の発行可能株式総数　　　 11,600,000 株

（注）上記の発行済株式総数及び増加する株式数は、新株予約権の行使により株式分割の基準日までの間に

増加する可能性があります。

（3）分割の日程

①　基準日公告日    2020年８月14日（金曜日）

②　基準日          2020年８月31日（月曜日）

③　効力発生日      2020年９月１日（火曜日）
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３．１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が当連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりであり

ます。

 当第２四半期連結累計期間

（自 2020年１月１日

至 2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.39 円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
17.00 円

（注）当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前第２四

半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については記

載しておりません。

 

４．株式分割に伴う定款の一部変更について

（1）変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2020年９月１日（火曜日）をもって、当

社定款第６条の発行可能株式総数を変更いたします。

（2）変更の内容

変更の内容は以下のとおりであります。

（下線は変更箇所を示しております。）

現行定款 変更後定款

（発行可能株式総数）

第６条 当会社の発行可能株式総数は、5,800,000

株　とする。

（発行可能株式総数）

第６条 当会社の発行可能株式総数は、11,600,000株

とする。

（3）変更の日程

効力発生日　2020年９月１日（火曜日）

 

５．その他

（1）資本金の額の変更

今回の株式分割に際して、資本金の額に変更はありません。

（2）新株予約権の行使価額の調整

今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たり行使価額を2020年９月１日以降、以下のと

おり調整いたします。

 取締役会決議日 調整前行使価額 調整後行使価額

第４回新株予約権 2015年２月２日 200 円 100 円

第５回新株予約権 2015年10月14日 600 円 300 円

第６回新株予約権 2018年12月25日 700 円 350 円
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月14日

ユナイトアンドグロウ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 下条　修司　　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 山本　恭仁子　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユナイトアンド

グロウ株式会社の2020年1月1日から2020年12月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2020年4月1日から

2020年6月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（2020年1月1日から2020年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユナイトアンドグロウ株式会社及び連結子会社の2020年6月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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